




















る 「高遁 αla générosité リ
る 2) 0 G. Rodis-Lewis は、 デカルト晩年の自由論の変遷についての考察の結論と
こそが『哲学の原理.n (以下『原理.n)の仏訳者への書簡でのして、この「高遁J
形而上学の実りたる また、].ーL.「最高かっ最も完全な道徳」であるとした 3)O











それらの解明の試みの一つ一一 lf" l育念論』 では自然学的考察の中で如何に道徳
1 )デカルトの引用参照は、 (Euvres de Descω.tes. 馘. C. Adam & P. Tannery , nouvelle pr駸enta. 
tion par B. Rochot & P. Costabel, Vrin , Paris, llvols・， 1964-1974 を AT と略記し巻数と頁数の
みを記すが、綴り字等の都合上、引用テキストは、 CEuvres ?iloso?iques de Descartes, 馘. F 
Alquié , Garnier, Paris, 3vols・， 1963-1973 (参照する場合は FA と略記し巻数と頁数を記す)を用
いた。但し、 r・|育念論』本文からの引用参照は項数のみを略記する(例えば、第 7 項=~7)。
尚、引用文中の[ ]、傍点、イタリックは全て筆者による。
2) Alquié の指摘(ドA ， m ,p.6] 9, not(2) によれば、 1645年10月 6 日付けエリザベト宛書簡に既に
F高遇」の雛型となる考えが見られるの
3) G.Rodis-Lcwis,“Le dernier Fruit de la M騁aphysique cart駸ienne: la Générosité", in les 
Etudes þhilosoþlziques , n"] , 1987, Paris, pp.43-54 
4) ].-L.Marion,“Gén 駻osit? ct Ph駭om駭ologie: Rcmarques Slr I'intcrpr騁ation du cogito cart? 
sien par Michel IIcnry, in lcs Et1tles !Jhilosoþhiques, n"] , 1988, Paris , pp.51-72. 
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への転換が、情念の効用が述べられる S 40で、情念が魂に迫る「同意 αconsente­
ment 沙」の問題の提示によって、生じることを明らかにしている 5)。本論での考
察の対象は、自然学的な態度で情念の分類付けがなされるとされる『情念論.ll S 







1. IF人間論.ll IF原理』の 2 項分類から『情念論』の 3 項分類ヘ
「人間論』では自動機械たる身体の見地から身体機構として、他方、『原理』で
は心身合ーにより生じる思惟の見地から感覚という覚知のーっとして、情念は、
「外的感覚(五感) J と「内的感覚(情念と自然的欲求 appétits naturels) J との伝
統的な 2 項分類の中の後者に分類され、他の諸感覚と並置して扱われている 7 )。
この分類は、感覚に関わる身体器官が五感であるか身体内部の器官であるかを基
準としている。
「神経を介して魂に到来するすべての覚知 αtoutes les percepｭ




5 )“Du Consentement: Rema叫ues sur Les p，αssions de Z'Ame, ~ 40 ・， in La Passion de la Raison, 
PUF , Paris , 1983. pp.131-144. 
6 )これら数項は、fj"'1育念論」中では魂の諸機能の説明(~ 17 - ~ 29) 箇所に位置し、また、そ




分離した魂・心身合一)の計画 (AT ， XI , pp .1 19-120) の中、その第一の部分だけである。そ
こでは、情念は身体の機構のーっとして分析されるに留まる(だが、fj"'1育念論』では、魂なし
の自動機械として身体には思惟たる情念はあり得辛い)0 fj"人間論』に於ける諸感覚中での情
念の分類については、 AT. XI , pp.1 64-165参照。『原理』では、情念は、形や大きさ等の延長
円外の諸感覚について論じられる第W部末尾で論じられる。そこでは、その書の性格上自然
学的知という認識の観点から、心身合ーを前提とし、諸感覚が考察されている。第W部第




項目に分類されている。この分類は、「内的感覚J を身体と魂との 2 項目に分割し
『人間論.JJ Ii"原理」での 2 項分類に 1 項目を追加しただけの分類ではないD 例えば、
『人間論.JJ Ii"原理』では外的感覚たる触覚に分類された「痛み αla douleur リ
(AT , XI , pp.143-144: AT ，咽ー 1 ， p. 318 et A T ，医 -2 ， pp.312-313) と内的感覚に
分類された「自然的欲求J とが、『情念論』では、同じ「身体に関係付けられる覚
知J (~24) に分類され、他方、前 2 作では内的感覚に分類されていた「情念」は
後者では「魂に関係付けられる知覚J (~25) に分類されている。「関係付ける」
とは、覚知された内容の「原因“ causes ))J 或いは発生所在の「推定“ supposer り
であるヘこの 3 項目分類は、覚知内容の原因或いは発生所在を基準とした分類
である。
2 項目分類から 3 項目分類の変更は、心身二元論の立場と伝統的には心臓等に








Les perceptions qu'on rapporte seulement ?l'穃e sont celles dont on 
sent les efets comme en l'穃e même , et desquelles on ne connαît commU1W-
1nent 仰cune cause þrochαine ?laquelle on les puisse rapporter. (~25) 
「魂にのみ関係付けられる覚知」は、すなわち、原因或いは発生所在が魂にのみ
8 )“ lesqueles [=deux sentiments diff駻ents] nous rapportons tellement aux sljets que nous slI?oｭ
sons 黎re leurs causes)) (~23) では「関係付け」は「原因」の「推定」とされる o " la 
dOllleur , la chaleur et les autres affections que nous selltons rom1l1♂ d日IIS 110S membres, et 1ωn ?s 
comme dans les objels qui sonl hors de nous 抑 ( ~ 24) では痛みなどの「身体変状」がそれを与
えた原因ではなくその発生所在に「関係付ら」れており、更に、“ la douleur est sentie COIl1-
me dans le pied ?r 1 'entremise des neゲs du ?ed)) (~33) では足の神経を介することでその所
在認定すなわち「関係付け」がなされ、痛みの感覚に於いてはその痛みという内容と同時に
その所在が感覚されていると解される。しかし、~ 24後半の 2 つの身体変状が同時に同じ神
経を介する場合の例示では、それらの所在認定の判断(=推定)が必要とされている。従っ
て、「関係付け」には常に判断介入の余地がある。デカルトに於ける感覚(現代の用語では
sentiment ではなく sensation) の問題には未だ解明すべき問題が残っているが、本論では、「関
係付けJ = r推定(=判断) J としておく。向、この問題については最近では次の研究論文が
有益と思われる。 F. dl BlIzon. "Le Problをme de la Sensation chez Descartes" , in Le Pl'Obl鑪e de 






「最後の最も近い原因 αla derni鑽e et plus prochaine cause >>J と呼び、その精気
























9 )興味深いことに、各項の表題は別として、本文では、 923 ・ 924で代 nous ))とされてきた主
語が 925で“ on ))となる。
10) r恐れ」の情念発生に関わる精気の流れが生じるように脳の状態(神経の孔を聞くこと等)
を按配する“幾つかの条件)) (" cela rend le cerveau tellement dispos? …)) 936) については、
様々な問題がある。例えば、②の神経への精気の流れは自己誘発的な流れであるが、その流
れの端緒はいかに生じるかという情念の、維持・強化ではなく、 j原初的発生の問題である。
②への流れと共起する①の流れは魂の関与なく自動機械たる身体に生じ得る (913 ・~ 16 ・
938) が、②についてはどうであろうか? 列挙した諸条件の中に既に見られるように、身







ところで、 936 ・@ 38によれば、②の神経への精気の流れ自体が、それだけで同
時に、魂と身体の接点たる「小さな腺」に特殊な運動を引き起こし、その運動が

















Il faut aussi remarquer qu'il arrive quelquefois que cette peinture est si 
semblable ?la chose qu'elle représente , qu'on peut y 黎re tromp? touchant les 








されるが、これについては次の論文が有益である。J. -1¥1. Bcyssadc. “ Réflexc Ol1 admiration: 
Sur les M馗anisme sensori-mote l1 l・ s selon Descartes". in La Passiol! <1<, la Raisol! 、 PUF 、 Paris.
1983. pp.III-130. 
6 
qui se rapportent ?quelques parties de notre corps , mais qu'on ne peut pas 
l'黎re en m麥e fa輟n touchant les passions , d'autant qu'elles sont si proches et 
si int駻ieures ?notγe 穃e qu 'il est i悦possible qu 'ele les sente sωlS qu'elles soient 












perceptions , ou des sentiments , ou des 駑otions de l'âme リとの 3 つの面をも
っo S 28の定義説明によれば、「覚知J とは、情念が魂の能動 actions たる「意志
作用 αvolontés ))J ではなく魂の受動 passions たることを表す。この面から、我々
はこれまで情念を考察してきたのである。同じ S 28で、情念の「感覚」としての
面は、次のように説明される。
elles [=les passions] sont 陀çues en ['，白ne en m麥e fiαçon q ue les objets des 








けられて、「一方の運動は感覚器官を動かす対象を魂に表象し(( les uns repr駸enｭ
tent ?l'緡e les objets qui meuvent les sens り、情念を生起する運動たる「他方







(α toujours ele [=l'穃eJ les [=tOl巾s les sortes de' perceptions ou connaissancesJ 






揺させ蕩揺するものはない(( de toutes les sortes de pens馥s qu'elle peut avoir , 
il n'y en a d'autres qui l'agitent et l'饕ranlent si fort que font ces passions リ
( ~ 28) との情念の側面を表す。ところで、魂は自らがこの上なく強く蕩揺されて

















αd'autres causes ))J によっても引き起こされることが~ 25で言及されている。他
11) 表象なき表象作用に関して、J. -L. Marion が、情念についてではなく、情念とは異なる「魂
のうちに魂自身によってのみ引き起こされる内的情動“ des 駑otions int駻ieures qui ne sont 
excit馥s en J'緡e que par l'緡e même り( ~ 147) についてではあるが、論じている。]. -L. Ma. 
rion , oþ.cit. , pp. 64 -66. 
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確かに、「経験から明らかなように、[. . • ]、情念は、魂と身体との密な協同の
ため混乱し不明になっている覚知に数えられるものである J (~28) 。また、情念
は、意志に圧力をかけることにより、人によっては「魂をこの上なく嘆かわしい
状態にする J (~48) 。だが、情念それ自体一一情念を引き起こした「第一原因」
と眼前にある世界への実践的な関与という情念の効果、当然これらは善悪という
道徳的問題に関わるのであるが、これらから切り離した魂に於ける情念の受容と
いう事態そのもの、例えば、「悲しみ」を感じていることそれ自体ーーは、たと
え夢であろうと幻影であろうと、その存在・様態ともに常に真である。但し、こ
の真理性は、原因上・実践上の関わりを括弧で括り、情念についての研究と深い
省察とを経て明かされる真理性である。日常生活との関わりを括弧で括り、精気
の運動・神経の構造・諸器官の機能など身体に関する自然学的知を利用して、魂
が自らを自らの側から見る形而上学的態度の探究によって明かされる真理性であ
る。『情念論」では、諸情念の分類・情念の効用・道徳的問題等の様々な情念分析
が展開される以前にある情念の定義付けの段階で、このような形而上学的態度に
より、デカルトは情念を捉えている。これは、それ以前の一一『人間論.!I Ií原理』
での一一情念分析からは伺えない情念への視点であると同時に、『省察』前半に
見られる視点・態度であるように思われる。
(大阪大学博士課程在学)
